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　３月定例議会は、２月27日から３月22日までの24日間の会期で開かれ、平成30年度の補
正予算、平成31年度一般会計予算・特別会計予算など予算関連13議案、人事１議案、消費税
率の引き上げに伴う関係条例の整備に関する条例制定など条例10議案が上程されました。審
議、採決の結果、議案はすべて原案のとおり可決されました。その他、請願１件、陳情３件が
提出され、審議の結果、請願は不採択、陳情は２件が採択、１件が不採択となりました。委員
会提出議案２件、議員提出議案３件は原案のとおり可決されました。
（議決結果はP４に掲載しています。また市議会ホームページでもご覧になれます。）

産後うつ予防事業
産後間もない時期に、産後うつ検査を取り入れた

産後健康診査を実施する

267万円

高齢者買物環境調査
買物に関する実態把握のための
アンケート調査を実施する

18万円

中学校部活動指導員
配置事業

指導や大会などの引率も可能な部活動指導員を
各校に１名ずつ配置する

144万円

水木しげる記念館
あり方検討事業

老朽化が進む水木しげる記念館の
今後のあり方を検討する

44万円

平成31年 ３月定例会（当初予算）

ⓒ水木プロ
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都市計画マスタープラン
改定事業

都市計画に関する基本的な方針を定めた
現行のマスタープランを２ヵ年で改定する

542万円

小中学校除雪機整備事業
各小中学校に除雪機を１台ずつ配置する

289万円

プレミアム付商品券事業
消費税率の引き上げにあわせ、

市民税非課税者や３歳未満の子どもを
育てる世帯にプレミアム付商品券を販売する

2億3,623万円

地区会館耐震改修等事業
地区会館の耐震改修などのための工事、

耐震診断、実施設計を行う

1億1,838万円

美保飛行場周辺
まちづくり整備事業

（仮称）市民交流センター新築工事を
３ヵ年かけて実施する

19億39万円（本年度事業費）

2019レーザー級
世界選手権大会負担金

境港公共マリーナで開催されるセーリングの
レーザー級世界選手権大会の開催経費を一部負担する

2,000万円

境港ふるさと商品券
プレミアム付き
境港ふるさと商品券
プレミアム付き

発行：境港市

利用期間  平成27年3月30日（月）～平成27年9月30日（水）

1,000￥￥
Copy Guard Copy Guard

（完成イメージ図）

（前回発行された商品券）
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平成31年３月定例会　議決結果
◆議　案（人事）

案　　件 議決結果
人権擁護委員候補者の推薦について 推薦に同意（全会一致）

◆議　案（予算）
案　　件 議決結果

平成30年度境港市一般会計補正予算（第５号） 原案可決（全会一致）
平成30年度境港市国民健康保険費特別会計補正予算（第２号） 原案可決（全会一致）
平成30年度境港市下水道事業費特別会計補正予算（第４号） 原案可決（全会一致）
平成30年度境港市市場事業費特別会計補正予算（第１号） 原案可決（全会一致）
平成31年度境港市一般会計予算 原案可決
平成31年度境港市国民健康保険費特別会計予算 原案可決（全会一致）
平成31年度境港市駐車場費特別会計予算 原案可決（全会一致）
平成31年度境港市下水道事業費特別会計予算 原案可決
平成31年度境港市高齢者住宅整備資金貸付事業費特別会計予算 原案可決（全会一致）
平成31年度境港市介護保険費特別会計予算 原案可決（全会一致）
平成31年度境港市土地区画整理費特別会計予算 原案可決（全会一致）
平成31年度境港市市場事業費特別会計予算 原案可決
平成31年度境港市後期高齢者医療費特別会計予算 原案可決（全会一致）

◆議　案（条例）
案　　件 議決結果

消費税率等の引き上げに伴う関係条例の整備に関する条例制定について 原案可決
境港市消防団条例の一部を改正する条例制定について 原案可決（全会一致）
境港市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 原案可決（全会一致）
境港市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について 原案可決（全会一致）
境港市民体育館条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
境港市文化ホール条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
境港市下水道料金等審議会条例の一部を改正する条例制定について 原案可決（全会一致）
境港市介護保険条例の一部を改正する条例制定について 原案可決（全会一致）
境港市福祉事務所に嘱託医を置くことの条例の一部を改正する条例制定について 原案可決（全会一致）
境港市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決（全会一致）

◆請　願
案　　件 議決結果

後期高齢者の医療費窓口負担の「原則１割」の継続を求める請願 不採択

◆陳　情
案　　件 議決結果

原子力発電所の再稼働及び新規稼働の際、UPZ範囲内にあるすべての道府県及び市町村の事前了解を要
件とするよう強く求める意見書を国に提出することについての陳情

採択　意見書提出
（全会一致）

2019年10月からの消費税増税を中止することを求める陳情 不採択

教職員の長時間過密労働の解消を求める陳情 採択　意見書提出
（全会一致）

◆委員会提出議案
案　　件 議決結果

UPZ範囲内にある道府県及び市町村の同意を原子力発電所の再稼働及び新規稼働の要件とするよう強く
求める意見書の提出について 原案可決（全会一致）

教職員の長時間過密労働の解消に向けた意見書の提出について 原案可決（全会一致）

◆議員提出議案
案　　件 議決結果

児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書の提出について 原案可決（全会一致）
妊婦が安心できる医療提供体制の充実と健康管理の推進を求める意見書の提出について 原案可決（全会一致）
道路整備の促進を求める意見書の提出について 原案可決
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市政を問う
　境港市議会では、議員個人の立場・観点で行う「各個質問」と、所属する会派を代表
して行う「代表質問」（３人以上の会派のみ）があります。
　議会だよりの質問ページは、質問を行った１議員については最大１ページとしていま
すが、上記の「各個質問」と「代表質問」では性質や質問時間が異なるため、「代表質問」
を行う場合は会派内でページの配分をしています。
　各議員は掲載した以外にも質問していますが、議会だよりでは、スペースの都合上、
議員本人が質問と答弁を要約しています。

【一口メモ】

議長を除く全議員14人が一般質問を行いました。

ページ 質問事項 質問議員

６・７ 代表質問
①中海・宍道湖・大山圏域の連携について
②市民の安全安心について
③農業振興について
④学校教育について

米村　一三

８ 関連質問 ①市民の安全安心について 岡空　研二

８ 関連質問 ①高齢者対策について 平松　謙治

９ 関連質問 ①協働のまちづくりの推進について
②市民の安全安心について 森岡　俊夫

10・ 11 代表質問
①規律ある行財政運営と協働の推進について
②経済活性化と都市基盤整備について
③市民一人ひとりを大切にする教育と福祉の充実について

佐名木知信

11 関連質問 ①農業の振興について 永井　　章

12 関連質問 ①まちづくり総合計画と都市計画のあり方について
②境港市民交流センター（仮称）整備事業について 荒井　秀行

13 関連質問 ①コミュニティ・スクールについて
②児童虐待について 築谷　敏雄

14 各個質問 ①女性が生きがいを持って働く環境の整備について
②女性が生み育てやすい環境の整備について 足田　法行

15 各個質問
①安倍首相の自衛隊員募集への地方自治体の対応についての発言と市の対応に
ついて

②市民の暮らしと命にかかわる国保税について
③住宅リフォーム制度の創設について

長尾　達也

16 各個質問
①整備新幹線（山陰・伯備新幹線構想）の課題について
②憲法と子どもの権利条約を生かした教育の実現について
③消費税増税の影響について

安田　共子

17 各個質問 ①2019年度予算要望について
②外国人労働者との共生社会について 景山　　憲

18 各個質問 ①RPAの導入による業務効率化と働き方改革の推進について
②はまるーぷバスのこれからについて 田口　俊介

19 各個質問
①少子化対策について
②原発問題について
③学校のいじめについて

松本　　熙

　議事録は議会事務局やホームページで閲覧できます。
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市長

市長

出航するDBSフェリー

市
負
担
分
は
約
８
百
万

円
）
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

　
市
民
に
理
解
を
求
め

る
た
め
に
は
、
経
済
効

果
を
示
す
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
入
国
し
た

乗
客
の
行
動
か
ら
推
測

す
れ
ば
、
現
在
、
中
村

市
長
が
会
長
で
あ
る
市

長
会
と
し
て
、
島
根
県

に
も
応
分
の
負
担
を
求

め
て
は
と
考
え
る
。

【
市
長
】
環
日
本
海
国

際
フ
ェ
リ
ー
航
路
が
も

た
ら
す
経
済
波
及
効
果

は
、
鳥
取
県
の
推
計
に

よ
る
と
平
成
30
年
で

県内への経済波及効果は
５億７千万円と推計

DBSフェリーの
支援理由の説明を

【
米
村
】
環
日
本
海
定

期
貨
客
船
運
航
支
援
と

し
て
、
鳥
取
県
と
中

海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏

域
市
長
会
で
年
間
約

５
千
万
円
（
内
、
境
港

自転車が通行可能な歩道の標識（竹内町）

【
米
村
】
道
路
交
通
法

で
は
自
転
車
は
車
両
と

さ
れ
て
お
り
、
車
道
と

歩
道
が
区
分
さ
れ
て
い

れ
ば
車
道
の
左
側
を
通

行
す
る
ル
ー
ル
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
道

路
標
識
な
ど
で
指
定
さ

れ
て
い
る
場
合
や
運
転

者
が
13
歳
未
満
の
子
ど

も
、
70
歳
以
上
の
高
齢

者
、
身
体
が
不
自
由
な

ど
の
理
由
が
あ
る
と
き

警察署と連携し
ルールとマナーを周知する

自転車が通行可能な
歩道の啓発を!

５
億
７
千
万
円
と
試
算

さ
れ
て
い
る
。
平
成
21

年
の
就
航
以
来
、
10
年

間
で
県
内
に
50
億
円
以

上
の
経
済
波
及
効
果
が

も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
だ
。

　
航
路
の
利
用
者
は
県

内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広

域
的
な
ル
ー
ト
で
活
動

し
て
い
る
の
で
、
島
根

県
に
も
応
分
の
負
担
を

求
め
て
は
と
考
え
る
。

鳥
取
県
に
対
し
、
島
根

県
に
も
負
担
を
求
め
る

よ
う
、
継
続
し
て
要
望

を
行
っ
て
い
る
。

は
歩
道
の
自
転
車
通
行

が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
ル
ー
ル
を
知

ら
な
い
人
が
多
い
の
か

歩
道
通
行
が
可
能
な
場

所
で
も
車
道
を
通
行
す

る
人
が
多
い
。
警
察
と

連
携
し
、
ル
ー
ル
を
市

民
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

【
市
長
】
法
令
で
は
、

幅
員
３
ｍ
以
上
の
歩
道

を
自
転
車
通
行
可
能
な

自
転
車
歩
行
者
道
と
し

て
お
り
、
幅
員
が
そ
れ

に
満
た
な
い
場
合
に

は
、
交
通
状
況
を
勘
案

し
て
公
安
委
員
会
が
指

定
を
行
う
。
本
市
に
も

多
く
の
自
転
車
が
通
行

で
き
る
歩
道
が
あ
る
。

警
察
と
連
携
し
、
自
転

車
運
転
の
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
の
周
知
・
啓
発
に

努
め
る
。
通
行
可
能
な

歩
道
の
拡
充
に
つ
い
て

も
協
議
し
た
い
。

会派　きょうどう
米村　一三　議員
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市長

荒廃農地（手前）と再生した農地（奥側）

う
な
基
準
で
行
っ
て
い

る
の
か
。
意
欲
あ
る
農

業
者
の
希
望
す
る
面
積

が
確
保
で
き
る
の
か
、

ま
た
、
次
年
度
以
降
の

事
業
計
画
に
つ
い
て
も

説
明
を
。

【
市
長
】
平
成
30
年
度

か
ら
、
第
二
中
学
校
周

辺
な
ど
で
取
り
組
ん
で

い
る
「
農
地
耕
作
条
件

改
善
事
業
」
は
、
３
月

か
ら
本
格
的
に
工
事
に

着
手
し
て
、
約
1.2
ヘ
ク

第二中学校周辺で
本格的工事に着手する

荒廃農地解消事業の
進ちょく状況は

【
米
村
】
平
成
30
年
度

に
、
新
規
事
業
と
し
て

「
農
地
耕
作
条
件
改
善

事
業
」が
計
画
さ
れ
た
。

31
年
度
予
算
に
も
竹
内

町
か
ら
福
定
町
に
か
け

て
2.5
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
再

生
す
る
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
改
善
事
業

の
進
ち
ょ
く
状
況
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

　
再
生
に
取
り
組
む
地

区
の
選
定
は
、
ど
の
よ

タ
ー
ル
の
農
地
再
生
を

は
か
っ
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
の
地
区
選

定
は
、
近
隣
に
規
模
拡

大
を
め
ざ
す
新
規
就
農

者
や
認
定
農
業
者
が
お

り
、
再
生
後
の
農
地
を

そ
の
農
家
に
集
約
で
き

る
こ
と
を
基
準
と
し
て

い
る
。
今
後
も
、
関
係

者
と
協
議
し
、
森
岡
町

や
渡
町
周
辺
で
の
事
業

を
想
定
し
て
い
る
。

調理業務などが民間委託される給食センター

ら
し
て
い
る
。
民
間
委

託
後
も
、
現
在
実
施
し

て
い
る
ア
レ
ル
ギ
ー
対

策
、
地
産
地
消
な
ど
の

学
校
給
食
レ
ベ
ル
を
十

分
維
持
で
き
る
体
制
と

な
っ
て
い
る
の
か
。

【
教
育
長
】
新
年
度
か

ら
学
校
給
食
の
調
理
、

食
器
洗
浄
な
ど
の
業
務

を
全
国
最
大
手
で
山
陰

両
県
で
も
十
分
な
実
績

と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
民

間
業
者
に
委
託
す
る
。

　
今
ま
で
に
従
事
し
て

い
た
多
く
の
調
理
員
が

委
託
事
業
者
に
採
用
さ

れ
る
の
で
、
業
務
に
精

通
し
た
調
理
員
が
確
保

で
き
、
委
託
へ
の
移
行

が
ス
ム
ー
ス
に
で
き
る

体
制
と
な
っ
た
。
ア
レ

ル
ギ
ー
対
策
、
地
産
地

消
に
つ
い
て
も
委
託
事

業
者
と
緊
密
に
連
携
を

取
り
、
安
心
安
全
の
給

食
提
供
を
行
う
。

民間委託へのスムースな
移行体制を整える

給食センターの
民間委託への準備は

【
米
村
】給
食
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
27
年
に
約

14
億
８
千
万
円
か
け
て

完
成
し
、
市
内
の
全
小

中
学
校
の
給
食
を
ま
か

な
っ
て
お
り
、
１
日

３
０
０
０
食
の
調
理
能

力
が
あ
る
。

　
お
い
し
い
学
校
給
食

を
モ
ッ
ト
ー
に
自
家
炊

飯
に
よ
る
米
飯
給
食
な

ど
を
は
じ
め
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝こ

教育長
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市長

会派　きょうどう
平松　謙治　議員

え
れ
ば
、
早
急
な
着
手

が
必
要
。
ま
た
、
電
柱

が
あ
り
道
路
の
幅
員
を

狭
く
し
て
い
る
。
道
路

占
用
者
と
協
議
を
し
て

も
ら
い
た
い
。

【
市
長
】
待
避
所
の
整

備
は
効
果
的
で
あ
る
。

用
地
確
保
は
、
地
籍
調

査
で
境
界
確
定
が
完
了

し
た
地
区
か
ら
、
適
地

の
調
査
を
行
い
た
い
。

【
岡
空
】
公
共
下
水
道

工
事
は
、
平
成
38
年
度

を
も
っ
て
完
成
予
定
と

き
い
て
い
る
が
そ
の
後

の
公
共
工
事
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

【
市
長
】
雨
水
対
策
の

推
進
、
道
路
維
持
管
理

を
し
て
い
く
。

　
都
市
計
画
道
路
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
米

子
・
境
港
間
の
高
規
格

道
路
や
県
道
余
子
停
車

場
線
な
ど
、
広
域
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
必
要

な
幹
線
道
路
を
除
い

て
、
市
が
計
画
し
て
い

る
幹
線
道
路
網
は
概
成

し
て
い
る
と
考
え
て
お

り
、
現
時
点
で
事
業
化

は
考
え
て
い
な
い
。

行き違いのできない道路

円滑な通行確保のため
待避所の整備をする

安全に通行できる
生活道路を

【
岡
空
】
以
前
は
幹
線

で
あ
っ
た
内
浜
の
生
活

道
路
は
、
車
の
行
き
違

い
が
困
難
な
路
線
で
あ

り
、
待
避
所
の
確
保
が

必
要
と
考
え
る
。
特
に

緊
急
車
両
の
通
行
を
考

各地域での取り組み
「福祉ガイドブック　あがりみち」より

３
人
が
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
る
。

【
平
松
】
ゴ
ミ
出
し
以

外
の
サ
ー
ビ
ス
を
担
い

手
の
意
見
で
増
や
し
て

良
い
か
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
軽

作
業
や
買
い
物
も
想
定

は
し
て
い
る
。
取
り
組

め
る
こ
と
で
あ
れ
ば
取

り
入
れ
た
い
。

【
平
松
】
担
い
手
の
意

向
も
あ
る
が
具
体
的
な

検
討
を
望
む
。

　
平
成
24
年
か
ら
「
高

齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
事
業
」
を

行
っ
て
い
る
が
事
業
拡

大
に
向
け
た
現
状
と
課

題
は
。

【
市
長
】
平
常
時
か
ら

支
え
合
う
機
運
が
広
が

る
よ
う
、
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

各
地
区
で
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
活
動
の

核
と
な
る
人
材
確
保
が

課
題
だ
。

【
平
松
】
市
の
仕
事
は
、

事
業
を
広
く
広
報
す
る

と
と
も
に
、
担
い
手
と

な
っ
て
も
ら
っ
て
い
る

自
治
会
や
地
区
社
協
な

ど
の
皆
さ
ん
が
「
よ
し

や
っ
て
や
ろ
う
！
」
と

い
う
意
欲
を
沸
き
立
た

せ
る
こ
と
で
あ
り
、
さ

ら
な
る
努
力
を
望
む
。

市長 活動の核となる人材・
担い手の確保である

高齢者見守り体制
構築の課題は？

【
平
松
】
高
齢
者
の
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
２
年
前
か
ら
実
施

し
、
初
年
度
は
実
績
が

な
か
っ
た
。
今
年
度
の

実
施
状
況
は
。

【
市
長
】
４
団
体
が
担

い
手
と
し
て
登
録
し
、

会派　きょうどう
岡空　研二　議員

ⓒ水木プロ
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会派　きょうどう
森岡　俊夫　議員

防災士の組織化と連携強
化に取り組んでいく

防災士との連携は
できているのか

【
市
長
】
市
民
か
ら
の

請
求
に
よ
る
住
民
投
票

の
規
定
は
な
い
が
、
市

民
か
ら
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
自
由
に
意
見
や
提

案
が
行
え
る
内
容
で
、

十
分
に
反
映
さ
れ
て
い

る
と
考
え
る
。

【
森
岡
】
こ
の
条
例
は

住
民
自
治
の
憲
法
と
称

さ
れ
る
条
例
で
あ
り
、

発
議
権
者
を
市
長
に
限

定
し
て
い
る
の
は
、
真

の
住
民
自
治
と
い
え
な

い
。
住
民
も
発
議
権
者

に
加
え
る
べ
き
で
は
。

【
市
長
】
条
例
制
定
の

過
程
で
議
論
は
あ
っ
た

が
、
市
民
か
ら
の
意

見
・
意
思
が
十
分
担
保

さ
れ
て
お
り
、
住
民
発

議
の
規
定
ま
で
は
盛
り

込
ま
な
か
っ
た
。

【
森
岡
】
住
民
投
票
の

対
象
と
な
る
「
市
民
生

活
に
重
要
な
影
響
を
及

ぼ
す
事
項
」
と
は
ど
ん

な
も
の
か
。

【
市
長
】原
発
・
産
廃
・

米
軍
基
地
な
ど
の
施
設

設
置
の
是
非
や
市
町
村

合
併
、
広
域
的
な
環
境

問
題
な
ど
、
全
国
各
地

で
実
施
さ
れ
た
事
例
を

想
定
し
て
い
る
。

沖縄県で実施された住民投票の
投票用紙（見本）

原発・廃棄物処理施設
などの是非を想定

市長が想定する
住民投票事項とは
市長

市長

【
森
岡
】
み
ん
な
で
ま

ち
づ
く
り
条
例
の
住
民

投
票
規
定
は
、
条
例
の

基
本
理
念
が
反
映
さ
れ

て
い
る
か
。

た
。
今
後
は
防
災
士
と

共
同
し
て
出
前
講
座
や

防
災
訓
練
を
行
う
な

ど
、
よ
り
い
っ
そ
う
連

携
を
深
め
て
い
き
た

い
。

【
森
岡
】
本
市
67
名
の

防
災
士
が
ば
ら
ば
ら
に

動
く
よ
う
で
は
意
味
が

な
い
。
防
災
士
の
組

織
化
が
必
要
で
は
な
い

か
。

【
防
災
監
】
市
単
独
で

防
災
士
会
は
存
在
し
て

い
な
い
。
市
内
防
災
士

の
皆
さ
ん
と
の
組
織
化

は
今
後
の
課
題
と
し
て

と
ら
え
て
い
る
。

【
森
岡
】
地
域
防
災
計

画
の
中
に
も
防
災
士
の

役
割
や
行
政
と
の
か
か

わ
り
を
盛
り
込
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

【
市
長
】
組
織
化
に
つ

い
て
は
、
防
災
士
の
意

見
を
聞
き
、
協
議
し
た

い
。
計
画
見
直
し
の
際

に
は
、
防
災
士
の
こ
と

も
位
置
づ
け
し
た
い
。

【
森
岡
】
地
域
防
災
の

リ
ー
ダ
ー
的
役
割
が
期

待
さ
れ
る
防
災
士
と
境

港
市
の
連
携
は
は
か
ら

れ
て
い
る
か
。

【
市
長
】
過
去
５
年
間

で
34
名
の
方
に
対
し
、

防
災
士
資
格
の
取
得
経

費
の
支
援
や
原
子
力
防

災
講
座
、
小
型
除
雪
機

の
操
作
講
習
会
な
ど
防

災
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

個
別
に
情
報
提
供
し

防災士研修会
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大学の水産・海洋学系
学部の誘致を

誘致の可能性について
引き続き調査する

【
市
長
】
今
ま
で
、
鳥

取
大
学
や
東
京
海
洋
大

学
と
意
見
交
換
し
た

が
、
外
部
に
研
究
機
関

な
ど
を
設
置
す
る
の
は

難
し
い
と
の
こ
と
。
誘

致
の
可
能
性
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
水
産
の

担
当
課
で
調
査
を
す

る
。

【
佐
名
木
】
施
策
を
本

気
で
展
開
し
成
果
を
上

げ
る
た
め
に
は
、
Ｐ

Ｒ
事
業
や
各
団
体
機

関
の
事
務
局
対
応
な

ど
、
日
々
の
業
務
に
没

頭
す
る
水
産
課
の
状
況

で
は
、
政
策
の
企
画
・

立
案
・
実
施
な
ど
本
来

の
業
務
に
結
び
つ
け
る

こ
と
は
困
難
だ
と
考
え

る
。
今
後
、
水
産
業
の

持
続
的
発
展
の
た
め
、

新
た
な
産
業
創
出
に
よ

る
雇
用
確
保
に
つ
な
が

る
こ
の
政
策
に
対
し

て
、
さ
ら
に
力
点
を
置

き
、
誘
致
す
る
た
め
の

準
備
も
計
画
的
に
進
め

る
よ
う
要
望
す
る
。

市長

「境港フォーラム～水産による地方創生を考える～」

【
佐
名
木
】
海
洋
・
水

産
学
系
の
大
学
の
学
部

誘
致
、
研
究
機
関
の
誘

致
に
つ
い
て
は
、
人
財

育
成
・
人
財
確
保
・
地

元
産
業
の
活
性
化
・
定

住
移
住
促
進
・
消
費
の

活
性
化
な
ど
、
本
市
の

将
来
の
命
運
を
握
る
政

策
と
し
て
、
全
市
的
な

取
り
組
み
を
推
進
す
べ

き
で
は
。

市長

R
リ ー サ ス
ESAS（地域経済分析システム）

増
減
ば
か
り
で
な
く
、

人
口
構
成
の
変
化
に
よ

る
税
収
分
析
、
宅
地
開

発
と
企
業
誘
致
の
税
収

効
果
分
析
な
ど
、
真
の

地
方
創
生
を
実
現
す
る

た
め
に
は
緻ち

密み
つ

に
分
析

し
た
計
画
づ
く
り
が
必

要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
地
域
経

済
分
析
シ
ス
テ
ム
）
な

ど
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
有

効
活
用
し
、
総
合
計
画

策
定
や
実
行
に
向
け
た

庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
。

R
リ ー サ ス

ESASを有効活用し
市民の声を反映する

総合戦略策定へ緻
ち

密
み つ

な
データ活用を

【
佐
名
木
】
総
合
計
画

策
定
に
は
人
口
分
析
や

財
政
見
通
し
な
ど
の
将

来
分
析
は
欠
か
せ
な

い
。
し
か
し
、
人
口
の

【
市
長
】
新
年
度
の
次

期
総
合
戦
略
の
策
定
に

つ
い
て
は
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ

Ｓ
を
有
効
に
活
用
し
た

い
。
ま
た
、「
産
・
官
・

学
・
金
・
労
・
言
」
の

代
表
者
に
よ
る
推
進
会

議
や
、
市
民
の
声
を
反

映
し
策
定
す
る
。
市
の

体
制
と
し
て
は
、
関
係

部
課
長
で
構
成
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を

設
置
し
、
総
合
戦
略
に

盛
り
込
む
事
業
な
ど
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、

全
職
員
か
ら
の
意
見
募

集
を
行
い
た
い
。

自民クラブ
佐名木　知信　議員
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校区を越えた
スポーツクラブ化へ

検討する必要性があるが
課題が多い

マ
リ
ン
バ
ー
ド
や
上
道

チ
ャ
イ
ル
ド
な
ど
、
民

間
が
運
営
す
る
ス
ポ
ー

ツ
団
体
が
あ
る
。
特
に

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で

は
、
児
童
の
減
少
に
よ

り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
中
学
校
で
は
、
生
徒

の
減
少
に
よ
り
、
１
つ

の
学
校
の
部
員
だ
け
で

は
団
体
競
技
の
チ
ー
ム

編
成
が
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
複
数
校
に
よ
る

合
同
チ
ー
ム
で
大
会
に

出
場
し
て
い
る
。

【
佐
名
木
】学
校
単
位
・

校
区
を
越
え
た
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
化
へ
の
取
り

組
み
を
模
索
す
る
時
期

で
は
な
い
か
。

【
教
育
長
】
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
化
へ
の
取
り
組

み
を
検
討
す
る
必
要
性

が
あ
る
が
、
社
会
体
育

団
体
の
受
け
皿
が
十
分

で
な
い
な
ど
、
ま
だ
ま

だ
多
く
の
課
題
が
あ

る
。

市内スポーツクラブの練習風景

【
佐
名
木
】
少
子
化
に

と
も
な
い
、本
市
小・中

学
校
も
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
活
動
が
学
校
・
種
目

に
よ
っ
て
は
、
学
校
単

独
で
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
状
況
も
あ
る
と
思

う
が
、
ど
う
把
握
し
て

い
る
の
か
う
か
が
う
。

【
教
育
長
】
市
内
小
学

校
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
に
つ
い
て
は
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
他
、

自民クラブ
永井　　章　議員

の
「
農
地
耕
作
条
件
改

善
事
業
」
に
よ
り
３
カ

年
で
6.2
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

農
地
の
再
生
を
見
込
ん

で
い
る
。
余
子
地
区
に

続
き
、
森
岡
町
、
渡
町

周
辺
で
の
事
業
を
想
定

し
て
お
り
、
規
模
に
つ

い
て
は
、
農
地
需
要
な

ど
を
考
慮
し
、
今
後
、

計
画
に
反
映
し
て
い
き

た
い
。

【
永
井
】
耕
作
農
地
の

地
区
別
把
握
と
、
遊
休

農
地
の
防
止
策
や
、
庁

内
の
各
部
署
と
の
連
携

に
つ
い
て
う
か
が
う
。

【
市
長
】
耕
作
農
地
の

状
況
把
握
に
つ
い
て

は
、
農
業
委
員
会
に
お

い
て
、
毎
年
市
内
全
域

で
農
地
状
況
調
査
を
行

い
、
遊
休
農
地
の
発

生
・
解
消
な
ど
農
地
の

状
況
把
握
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
管
理
課
、

環
境
衛
生
課
な
ど
と
耕

作
放
棄
地
に
関
す
る
情

報
共
有
を
は
か
り
、
農

地
の
地
権
者
に
対
し
、

雑
草
の
刈
り
取
り
な
ど

適
正
管
理
に
関
す
る
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

再生整備中の耕作放棄地

３ヵ年で6.2haの
農地再生を見込む

耕作放棄地の
再生事業について
市長

【
永
井
】
耕
作
放
棄
地

を
再
生
す
る
事
業
を
展

開
す
る
場
所
と
規
模
に

つ
い
て
う
か
が
う
。

【
市
長
】
平
成
30
年
度

か
ら
、
国
の
補
助
事
業

を
活
用
し
た
余
子
地
区

教育長
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市長

境港市全景

実施設計後、ソフト面と
あわせて維持費を試算

（仮）市民交流
センターの管理費は

都市計画マスター
プランについて

課題を把握し
全体構想の素案をまとめる

建設予定地から移植された桜の木

教育長

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
全
体
構
想
の
素
案

を
ま
と
め
る
。
２
年
目

は
住
民
説
明
会
な
ど
を

経
て
、
最
終
案
を
取
り

ま
と
め
た
い
。

【
荒
井
】
変
化
す
る
社

会
環
境
に
対
応
す
る
た

め
に
、
土
地
利
用
計
画

と
都
市
計
画
道
路
の
見

直
し
が
求
め
ら
れ
る
。

生
活
道
路
の
見
直
し
も

必
要
だ
。
所
見
を
。

【
市
長
】
今
回
の
プ
ラ

ン
の
改
定
は
、
人
口
減

少
な
ど
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
へ
の
対
応
も
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。
基

礎
的
な
デ
ー
タ
や
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
結

果
を
ふ
ま
え
て
検
証
す

る
。
生
活
道
路
は
「
狭

あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事

業
」
で
整
備
す
る
。

【
荒
井
】
前
回
の
プ
ラ

ン
で
も
課
題
で
あ
っ

た
、
狭
あ
い
道
路
・
空

き
家
・
空
き
地
は
さ
ら

に
進
み
、
町
か
ら
人
が

流
出
し
て
い
る
。
住
民

と
協
力
し
て
の
既
存
の

用
途
地
域
の
検
討
・
協

議
が
必
要
と
考
え
る
。

【
市
長
】
協
議
の
上
、

計
画
を
作
り
た
い
。

【
荒
井
】
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定

を
進
め
る
工
程
は
。

【
市
長
】
初
年
度
は
現

状
の
課
題
を
把
握
し
、

定
し
、
ソ
フ
ト
面
も
あ

わ
せ
て
維
持
費
の
試
算

を
実
施
す
る
。

【
荒
井
】
既
存
の
文
化

ホ
ー
ル
と
、
建
設
さ
れ

る
交
流
セ
ン
タ
ー
と
の

役
割
分
担
は
。

【
教
育
長
】
文
化
ホ
ー

ル
は
小
規
模
な
イ
ベ
ン

ト
、
交
流
セ
ン
タ
ー
は

客
席
が
８
０
０
席
と
多

く
、
平
土
間
対
応
な
ど

多
目
的
利
用
が
で
き

る
。

【
荒
井
】
こ
の
二
つ
の

施
設
の
管
理
運
営
は
。

【
教
育
長
】
文
化
ホ
ー

ル
は
引
き
続
き
海
と
く

ら
し
の
史
料
館
と
あ
わ

せ
、
指
定
管
理
者
に
よ

る
管
理
を
続
け
た
い
。

交
流
セ
ン
タ
ー
は
管
理

運
営
計
画
で
検
討
す

る
。

【
荒
井
】
こ
の
工
事
施

行
は
地
元
業
者
優
先
を

要
望
す
る
。

自民クラブ
荒井　秀行　議員

【
荒
井
】交
流
セ
ン
タ
ー

の
よ
う
な
施
設
で
は
、

通
常
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
を
検
討
し
て
か
ら
、

実
施
設
計
に
入
る
と
思

う
が
、
今
回
の
進
め
方

の
見
解
は
。

【
教
育
長
】
維
持
管
理

費
の
試
算
に
あ
た
っ
て

は
、
具
体
的
な
検
討
の

中
で
決
定
す
べ
き
要
素

も
あ
る
。実
施
設
計
で
、

ハ
ー
ド
面
の
仕
様
が
決
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市長

平成30年度児童虐待防止推進啓発ポスター

地域の先生と子どもたちの学習

【
市
長
】
平
成
30
年
度

か
ら
、
子
育
て
世
代
訪

問
支
援
事
業
を
開
始

し
、
育
児
に
課
題
を
抱

え
た
家
庭
を
保
育
士
Ｏ

Ｂ
で
研
修
を
受
け
た
方

が
訪
問
し
、
悩
み
を
聞

き
、
一
緒
に
育
児
や
家

事
を
し
な
が
ら
、
子
育

て
の
負
担
軽
減
や
ス
ト

レ
ス
解
消
な
ど
、
育
児

へ
の
自
信
を
つ
け
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て

い
る
。

コミュニティ・
スクール運用について

児童虐待防止の
取り組みについて

地域の声を
学校経営に反映する

早期の発見・対応に努め
必要な支援に取り組む

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
強

い
期
待
を
も
っ
て
い

る
。
初
め
て
の
取
り
組

み
な
の
で
、
今
後
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
そ
の

つ
ど
、
関
係
者
で
協
力

し
な
が
ら
解
決
し
て
い

く
こ
と
で
、
地
域
の
声

を
学
校
経
営
に
反
映
し

た
、
地
域
か
ら
信
頼
さ

れ
る
学
校
づ
く
り
が
で

き
て
い
く
も
の
と
考
え

る
。

【
築
谷
】コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割
は
。

【
教
育
長
】
地
域
の
人

小
中
学
校
と
の
情
報
交

換
に
よ
り
、
早
期
発
見

に
努
め
て
い
る
。
支
援

が
必
要
な
家
庭
に
対
し

て
は
、
境
港
市
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会

の
枠
組
み
を
活
用
し
、

各
分
野
の
専
門
家
が
情

報
共
有
し
、
親
と
子
ど

も
が
抱
え
る
問
題
解
消

の
た
め
に
必
要
な
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
築
谷
】
家
庭
訪
問
や

相
談
体
制
は
。

材
や
素
材
を
有
効
に
生

か
し
、
地
域
と
学
校
運

営
協
議
会
を
つ
な
ぐ
重

要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
と
考
え
る
。
現

在
、
地
域
と
の
か
か
わ

り
を
通
し
た
豊
か
な
体

験
活
動
や
学
習
活
動
に

協
力
で
き
る
方
や
、
新

た
な
地
域
の
学
習
素
材

を
発
掘
し
、
教
育
活

動
に
つ
な
げ
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

２
０
２
０
年
以
降
に
導

入
予
定
の
二
中
校
区
及

び
三
中
校
区
に
も
同
様

の
人
材
を
配
置
す
る
。

【
築
谷
】
運
用
に
あ
た

り
、
ど
の
よ
う
な
懸
念

が
あ
る
の
か
。

【
教
育
長
】
一
中
校
区

に
お
い
て
、
い
よ
い
よ

４
月
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

【
築
谷
】
児
童
虐
待
防

止
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
う
か
が
う
。

【
市
長
】
早
期
発
見
、

早
期
対
応
が
重
要
で
あ

り
、
支
援
が
必
要
な
子

ど
も
を
見
逃
さ
な
い
よ

う
、
妊
娠
時
か
ら
乳
幼

児
期
に
か
け
て
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
展
開
す
る

中
で
、
す
べ
て
の
乳
幼

児
の
状
況
の
把
握
に
努

め
る
ほ
か
、
保
育
所
や

自民クラブ
築谷　敏雄　議員

教育長

13 2019年５月／境港市議会　議会だより　第13号

一 般 質 問

13

関 連 質 問



父親への参加案内を
さらに進めていく

両親学級での
パートナーの参加を

産み育てやすい職場環境

働きやすい環境は
進んでいると思う

マタハラ対策の
本市の状況は

夫婦そろっての両親学級

必
ず
参
加
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
母

親
だ
け
の
参
加
が
多
い

状
況
で
あ
る
。

【
足
田
】
父
親
の
育
児

学
級
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
が
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
当

面
、
両
親
学
級
で
親
同

士
が
同
じ
気
持
ち
に

な
っ
て
い
く
と
こ
ろ
で

実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
電
話
で
参
加
案
内
を

し
て
い
る
が
、
さ
ら
な

る
案
内
を
し
て
い
き
た

い
。

【
足
田
】多
胎
妊
娠（
２

人
以
上
の
妊
娠
出
産
）

は
危
険
で
、
２
週
間
に

１
回
妊
婦
検
診
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
14

回
の
公
費
負
担
で
は
足

り
な
い
の
で
は
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
導

入
予
定
は
な
い
が
、
他

の
市
町
村
の
状
況
を
勉

強
し
て
い
き
た
い
。

公明党
足田　法行　議員

福祉保健
部長

【
足
田
】
妊
産
婦
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
産
前
産
後

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
維

持
に
「
パ
ー
ト
ナ
ー
や

家
族
の
理
解
・
サ
ポ
ー

ト
」
が
必
要
と
回
答
し

た
妊
産
婦
が
83
・
５
％

と
一
番
多
い
。
両
親
学

級
で
、
妊
産
婦
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る

よ
う
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が

定
の
理
解
は
あ
っ
て

も
、
人
手
不
足
な
ど
業

務
上
の
理
由
で
、
妊
産

婦
が
不
利
益
な
あ
つ
か

い
を
受
け
る
状
況
が
ま

だ
あ
る
。
本
市
の
事
業

所
に
お
い
て
、
職
場
内

の
相
談
窓
口
を
設
け
る

な
ど
の
対
策
は
ど
の
よ

う
に
進
ん
で
い
る
か
。

【
総
務
部
長
】
本
市
の

事
業
所
で
の
マ
タ
ハ
ラ

対
策
の
詳
細
は
把
握
し

て
い
な
い
が
、
少
子
化

の
時
代
に
あ
っ
て
、
中

小
企
業
も
優
秀
な
人
材

確
保
の
た
め
、
福
利
厚

生
な
ど
働
き
や
す
い
環

境
整
備
に
配
慮
す
る
傾

向
に
あ
る
。

【
足
田
】
対
策
が
あ
っ

て
も
、
現
実
の
中
で
、

ま
だ
生
み
育
て
や
す
い

環
境
が
整
っ
て
い
な
い

状
況
も
あ
る
。
働
き
や

す
い
環
境
は
、
生
き
が

い
を
持
っ
て
働
く
こ
と

に
な
り
、
そ
れ
が
生
み

育
て
や
す
い
環
境
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
、

本
市
の
対
策
の
状
況
を

把
握
し
て
、
事
業
所
に

働
き
か
け
て
も
ら
い
た

い
。

【
足
田
】
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
が
改
正
さ

れ
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
防
止
装
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

妊
産
婦
に
対
し
て
、
一

総務
部長
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市長

市長

市独自での軽減・廃止は
考えていない

個人資産への公費投入は慎重であるべき

国保税の均等割の
廃止・軽減を

住宅リフォーム制度創設の検討を

市
長
の
見
解
は
。
防
衛

省
か
ら
の
新
規
隊
員
募

集
の「
18
歳
名
簿
提
出
」

へ
の
対
応
は
、
個
人
情

報
保
護
の
立
場
で
、
利

用
停
止
請
求
が
あ
れ
ば

提
供
か
ら
除
外
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
市
長
】
首
相
の
発
言

は
、「
求
め
る
形
で
提

供
さ
れ
て
い
な
い
」
と

い
う
意
味
で
は
な
い

か
。
利
用
停
止
な
ど
の

請
求
が
出
た
時
に
は
個

人
情
報
保
護
条
例
に
基

づ
き
、
適
切
に
対
応
し

た
い
。

自衛隊員募集、対象年齢名簿の提供状況
（防衛省資料から作成）

条例に基づき検討し
適切に対応

自衛官募集は
個人情報保護の立場で
市長

【
長
尾
】
安
倍
首
相
の

自
衛
官
募
集
で
の
「
６

割
以
上
の
自
治
体
が
拒

否
」
は
、事
実
無
根
だ
、

鳥取県４市の国保料（税）と協会けんぽ保険料との
比較に関する試算一覧（平成30年度）

 
 供別市町村数（２０１７年度） 

区分 
紙媒体等での 供 

閲覧に 
よる 供 

未取得  
 

うち電子媒体

 供 

うちシール 

 供  

 供 
市町村数 

６３２ １４ ４ ９３１ １７８ 

 

日本共産党境港市議団
長尾　達也　議員

減
し
、
国
に
改
善
を
求

め
よ
。

【
市
長
】
国
庫
負
担
の

拡
充
は
引
き
続
き
求
め

て
い
く
。
保
険
料
の
県

内
統
一
化
を
検
討
し
て

お
り
、
本
市
が
独
自
で

均
等
割
の
軽
減
や
廃
止

を
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

【
長
尾
】
超
高
齢
化
社

会
を
前
に
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
制
度
の
創
設

は
切
実
な
願
い
で
あ

る
。

　
全
国
５
７
３
自
治
体

で
実
施
さ
れ
て
お
り
、

経
済
波
及
効
果
も
大
き

く
、
地
域
経
済
振
興
の

上
か
ら
も
重
要
で
あ

る
。
ぜ
ひ
検
討
を
。

【
市
長
】
個
人
資
産
へ

の
公
費
の
投
入
は
慎
重

で
あ
る
べ
き
と
考
え
て

お
り
、実
施
は
難
し
い
。

し
か
し
、
快
適
に
生
活

が
送
れ
る
環
境
は
重
要

で
あ
る
。
今
あ
る
制
度

を
活
用
し
て
も
ら
え
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

【
長
尾
】
全
国
知
事
会

は
、
１
兆
円
の
公
費
投

入
で
国
保
料
（
税
）
の

協
会
け
ん
ぽ
並
み
の
引

き
下
げ
を
求
め
て
い

る
。
国
の
対
応
を
待
た

ず
、
子
育
て
支
援
の
観

点
か
ら
０
歳
か
ら
18
歳

ま
で
の
子
ど
も
に
か
け

る
均
等
割
を
廃
止
・
軽

15 2019年５月／境港市議会　議会だより　第13号

一 般 質 問

15

各 個 質 問



日本共産党境港市議団
安田　共子　議員

市長

一人一人が輝く教育に

山陰・伯備新幹線　
本当に必要か？

学力テスト実施は毎年必要か？

消費税増税に不安が広がっている

大きな効果を見込んでいる

教育の改善の成果を確認したい

握
し
、
教
育
の
改
善
の

成
果
を
確
認
し
た
い
。

【
安
田
】
学
力
テ
ス
ト

不
参
加
を
決
め
た
教
育

委
員
会
に
国
は
参
加
を

強
制
す
る
権
限
は
な

い
。
不
参
加
か
数
年
ご

と
の
参
加
へ
検
討
を
。

　
子
ど
も
の
意
見
表
明

権
を
保
障
し
校
則
に
子

ど
も
の
意
見
反
映
を
。

【
教
育
長
】
校
則
は
生

徒
会
規
約
で
も
あ
り
、

生
徒
の
意
見
表
明
は
生

か
し
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
。

【
安
田
】
全
国
学
力
テ

ス
ト
は
過
度
な
競
争
教

育
を
招
き
か
ね
な
い
が

毎
年
参
加
が
必
要
か
。

【
教
育
長
】
児
童
生
徒

の
学
力
学
習
状
況
を
把

【
市
長
】
人
と
モ
ノ
の

交
流
が
活
発
と
な
り
、

圏
域
の
経
済
力
、
地
域

力
を
向
上
さ
せ
る
。
基

本
計
画
路
線
か
ら
整
備

計
画
路
線
へ
の
格
上
げ

を
め
ざ
す
。
費
用
は
現

在
の
と
こ
ろ
不
明
。
採

算
性
や
投
資
効
果
は
、

整
備
計
画
路
線
へ
の
格

上
げ
後
、
慎
重
に
検
討

す
る
べ
き
課
題
だ
。

【
安
田
】
市
民
か
ら
は

必
要
性
に
疑
問
の
声
が

あ
る
。
根
拠
が
な
く
無

責
任
で
は
な
い
か
。

【
市
長
】
大
き
な
効
果

を
見
込
む
。
理
解
を
。

現在の新幹線鉄道の現状
（国土交通省ホームページより）

 国の新幹線鉄道網の現状

 その主たる区間を列車が時速２００ m以上の高速で走行できる幹線鉄道。
 （独）鉄道建設・運輸施設整備支援機構が建設・保有し、営業主体（JR）に
対し施設を貸付け（上下分離方式）。

整備新幹線とは、「全国新幹線鉄道整備法」に基づく昭和４８年の
「整備計画」により整備が行われている以下の５路線のことをいう。

北海道新幹線 青森 -札幌間

東北新幹線 盛岡 -青森間

北陸新幹線 東京 -大阪間

九州新幹線（鹿児島ルート） 福岡 -鹿児島間

九州新幹線（西九州ルート） 福岡 -長崎間

 例

既設新幹線開業区間

整備新幹線開業区間

建設中区間

未着工区間

中央新幹線

大宮
東京

長崎

博多

八戸

新青森

新函館北斗

札幌

長野

高崎
敦賀

金沢

大阪

新潟

盛岡

新鳥栖 名古屋

品川

武雄温泉

新八代

鹿児島中央

平成９年１０月開業

九州新幹線
（鹿児島ルート）

平成２３年３月開業

九州新幹線
（西九州ルート）

〈66km〉

○武雄温泉･長崎間

中央新幹線

○東京･名古屋間○名古屋･大阪間

平成39年完成予定平成57年完成予定

平成１６年３月開業

平成34年度完成予定
（可能な限り前倒し）

〈152km〉

○新函館北斗･札幌間

北海道新幹線

○新青森･新函館北斗間

平成42年度末完成予定

平成28年3月26日開業

〈211km〉

〈149km〉

東北新幹線

平成２２年１２月開業

平成１４年１２月開業

北陸新幹線

〈240km〉○長野･金沢間

平成34年度末完成予定 平成27年3月14日開業

〈113km〉○金沢･敦賀間

〈286km〉

（最大８年間開業前倒し）

【
安
田
】
山
陰
・
伯
備

新
幹
線
構
想
に
つ
い
て

問
う
。
費
用
、採
算
性
、

投
資
効
果
は
ど
う
か
。

教育長

市長 社会保障の安定的維持のため避けて通れない
【
安
田
】
国
民
の
貧
困

化
が
加
速
す
る
な
ど
、

消
費
税
増
税
に
は
不
安

が
広
が
っ
て
い
る
。

【
市
長
】
社
会
保
障
全

般
を
将
来
に
わ
た
っ
て

安
定
的
に
維
持
し
て
い

く
た
め
に
避
け
て
通
れ

な
い
も
の
だ
。

【
安
田
】
自
治
体
は
消

費
税
非
課
税
団
体
。
公

共
料
金
の
値
上
げ
を
せ

ず
、
国
に
「
増
税
や
め

よ
」
の
声
を
上
げ
る
こ

と
を
優
先
す
べ
き
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。

【
市
長
】
国
民
に
大
き

な
影
響
が
出
な
い
よ
う

に
、
国
の
方
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
軽
減
措
置
な
ど

対
策
を
進
め
て
も
ら
い

た
い
。
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市長

境港の利活用促進に
向け道路整備を

道路ネットワークの
構築に取り組む

市長

やさしい日本語教室

渋滞解消が望まれる江島大橋入口交差点

「
検
討
中
」「
し
ば
ら
く

様
子
を
見
る
」
と
の
回

答
が
多
く
、
当
面
は
外

国
人
労
働
者
が
急
増
す

る
こ
と
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。
今
後
も
受
け

入
れ
企
業
と
連
携
し
、

い
っ
そ
う
交
流
を
深
め

共
生
社
会
に
向
け
て
取

り
組
む
。
市
役
所
の
窓

口
で
も
外
国
人
対
応
が

で
き
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
努
め
る
。

外国人労働者との
共生社会へ備えを

いっそう交流を深め
共生社会に向け取り組む

旅
客
の
圏
域
へ
の
移

動
、
地
域
間
交
流
拡
大

に
必
要
だ
。
災
害
時
の

迅
速
な
避
難
に
も
必
要

で
あ
り
、
大
き
な
役
割

が
期
待
さ
れ
る
道
路
で

あ
る
。同
様
に
、米
子
・

境
港
間
高
規
格
道
路
整

備
の
推
進
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
現
状
と
、
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
う
か
が
う
。

【
市
長
】
鳥
取
県
か
ら

現
道
の
交
差
点
改
良
と

の
方
針
が
示
さ
れ
て
い

る
。
今
後
は
、
交
差
点

改
良
を
早
期
に
実
施
す

の
外
国
人
労
働
者
が
見

込
ま
れ
る
の
か
。
共
生

社
会
に
向
け
て
の
取
り

組
み
の
方
向
、
協
議
機

関
な
ど
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

【
市
長
】
こ
の
度
の
法

改
正
が
本
市
に
与
え
る

影
響
を
見
極
め
る
た

め
、
外
国
人
技
能
実
習

生
を
現
在
受
け
入
れ
て

い
る
企
業
35
社
に
聞
き

取
り
調
査
を
行
っ
た
。

る
と
と
も
に
、「
竹
内

南
地
区
貨
客
船
タ
ー
ミ

ナ
ル
」
完
成
後
の
交
通

量
の
変
化
を
見
て
バ
イ

パ
ス
整
備
な
ど
の
必
要

性
を
検
討
す
る
と
聞
い

て
い
る
。
渋
滞
緩
和
対

策
の
早
期
着
手
を
働
き

か
け
、
境
港
の
更
な
る

発
展
に
不
可
欠
な
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

と
原
子
力
災
害
時
の
避

難
ル
ー
ト
確
保
の
た

め
、
米
子
・
境
港
間
高

規
格
道
路
と
と
も
に
要

望
し
て
い
く
。

【
景
山
】
竹
内
団
地
か

ら
県
道
渡
余
子
停
車
場

線
を
経
由
し
江
島
大
橋

に
至
る
ル
ー
ト
は
慢
性

的
渋
滞
の
解
消
や
「
竹

内
南
地
区
貨
客
船
タ
ー

ミ
ナ
ル
」
の
完
成
後
の

【
景
山
】
本
年
４
月
か

ら
改
正
出
入
国
管
理
法

が
施
行
さ
れ
る
。
予
想

さ
れ
る
外
国
人
労
働
者

の
増
加
に
対
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
面
へ
の
対
応
の

必
要
性
が
指
摘
さ
れ

る
。
本
市
に
も
技
能
実

習
生
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム

人
な
ど
が
在
留
し
て
い

る
が
、
昨
今
の
人
手
不

足
か
ら
水
産
業
な
ど
の

産
業
維
持
に
ど
の
程
度
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市長 公明党
田口　俊介　議員

観光客の目を引く、「はまるーぷバス」

「RPA」は業務の効率化の切り札に！

の
表
示
自
体
、
老
朽
化

し
て
い
る
の
で
、
昨
年

10
月
の
定
期
券
導
入
の

際
の
よ
う
に
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
団
体
な
ど

に
出
向
い
て
意
見
交
換

の
場
を
持
ち
な
が
ら
、

ど
う
い
う
こ
と
が
で
き

る
か
考
え
て
み
た
い
。

【
田
口
】
ま
ず
は
現
在

の
利
便
性
向
上
に
最
大

限
に
注
力
し
て
も
ら
い

た
い
。

利用者の声を聞いて
しっかりと検討したい

RPAの導入で
価値の創造を！

はまるーぷバスを
もっと便利に！

他自治体の事例を参考に
導入を検討したい

型
的
に
な
る
作
業
を
自

動
化
す
る
シ
ス
テ
ム

で
、
民
間
企
業
を
中
心

に
導
入
が
進
ん
で
い

る
。
ま
た
、
試
験
導
入

し
て
い
る
自
治
体
で
も

業
務
の
効
率
化
が
大
き

く
進
ん
で
い
る
。
本
市

で
の
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て

の
認
識
は
。あ
わ
せ
て
、

働
き
方
改
革
推
進
の
面

か
ら
本
市
で
の
Ｒ
Ｐ
Ａ

の
導
入
を
提
案
す
る
が

所
見
を
。

【
市
長
】
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
ご

指
摘
の
通
り
、
生
産
労

働
人
口
が
減
少
す
る

中
、
少
人
数
で
も
生
産

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
方
策
と
し
て
注
目
さ

れ
民
間
で
導
入
が
進
ん

で
い
る
と
聞
く
。ま
た
、

自
治
体
に
お
い
て
も
、

先
進
事
例
で
導
入
効
果

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

今
後
自
治
体
で
の
導
入

が
増
え
て
い
く
も
の
と

考
え
る
。
他
自
治
体
の

導
入
事
例
な
ど
、
よ
く

調
査
研
究
し
な
が
ら
、

導
入
の
検
討
を
行
い
た

い
。

【
田
口
】
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入

が
価
値
の
創
造
に
つ
な

が
る
よ
う
期
待
す
る
。

【
田
口
】
業
務
の
効
率

化
の
点
で
近
年
、
Ｒ
Ｐ

Ａ
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
デ
ー
タ

の
入
力
な
ど
操
作
が
定

あ
っ
て
も
、
高
齢
者
が

見
る
だ
け
で
判
別
で
き

る
よ
う
な
工
夫
に
つ
い

て
、
し
っ
か
り
と
検
討

し
た
い
。

【
田
口
】
バ
ス
停
の
表

示
に
つ
い
て
も
、
そ
の

バ
ス
停
に
停
ま
る
バ
ス

が
ひ
と
目
で
分
か
る
よ

う
に
、
色
分
け
や
コ
ー

ス
名
を
分
か
り
や
す
く

し
て
は
ど
う
か
。

【
産
業
部
長
】
バ
ス
停

【
田
口
】
は
ま
る
ー
ぷ

バ
ス
本
体
の
表
示
に
つ

い
て
、
コ
ー
ス
名
な
ど

が
バ
ス
前
面
の
表
示
板

し
か
な
く
分
か
り
づ
ら

い
。
複
数
の
バ
ス
が
巡

回
す
る
停
留
所
で
は
迷

い
や
す
い
。
バ
ス
の
側

面
や
後
方
な
ど
か
ら
も

容
易
に
分
か
る
よ
う
に

改
善
す
べ
き
で
は
。

【
産
業
部
長
】
昨
年
９

月
に
改
善
し
た
と
こ
ろ

だ
が
、
少
し
距
離
が

産業
部長

ⓒ水木プロ
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無所属
松本　　熙　議員

市長 安全協定は、中電からの納得できる回答が必要

いじめ件数は40件で
過去最多となった

原発の安全協定改定は立地市並みを

29年度の市内の
いじめ件数を問う

策
と
、
市
内
の
小
中
学

校
の
出
身
者
で
県
内
に

就
職
し
、
市
内
に
居
住

す
る
者
に
、
就
職
奨
励

金
や
結
婚
祝
い
金
を
支

給
す
る
な
ど
、
県
外
に

出
た
若
者
が
市
内
に
戻

る
取
り
組
み
が
必
要
で

は
。

【
市
長
】
本
市
も
近
年
、

死
亡
数
が
出
生
数
を
上

回
る
自
然
減
が
続
く
。

出
生
、
死
亡
の
両
面
の

対
策
が
必
要
。
提
案
の

助
成
策
は
、
現
在
考
え

て
い
な
い
が
、
移
住
・

定
住
策
に
し
っ
か
り
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
る
。

鳥取県４市の人口・世帯数
（平成31年１月１日現在　鳥取県統計課)

移住・定住にしっかりと
取り組んでいきたい

県内就職の市内定住者へ
助成策を
市長

【
松
本
】
県
内
人
口
が

56
万
人
を
割
っ
た
。
早

急
に
自
然
減
の
歯
止
め

いじめの認知件数の推移【国公私立】（平成29年度調査）

 ３）いじめに関する分析と対応 
   ・ 県と比較すると  ,000人当たりのいじめの認知

件数は低い状況である。また、いじめ認知の学校

間格差もある。引き続き職員研修や学校訪問等で

の説明により、いじめの積極的な認知を促すとと

もに、いじめの早期発見につながる記名または無

記名アンケートの効果的な活用等を進めていく。 

   ・いじめ認知ゼロの学校を抽出訪問する。 

   ・いじめ問題対策連絡協議会で、「ＳＮＳによるい

じめの通報システムについて」と「いじめ対応マ

ニュアルについて」の検討を行い、施策に反映さ

せる。 

平成２９年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」の公表について 
平成３０年１０月３１日 

いじめ・不登校総合対策センター 

 

平成２９年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」の結果が公表さ

れました。 

いじめに関しては、小・中学校で昨年度より認知件数が増加していますが、千人あたりの認知件数

は全国平均を下回っています。 

不登校に関しては、鳥取県は平成２８年度と比べ、小学校は１４人増加（出現率は 0.05％上昇）、中

学校は３人増加（出現率は 0.08％上昇）、高校は２３人増加（出現率は 0.17％上昇）しています。 

暴力行為に関しては、小・中学校とも前年度を上回り、平成２５年度以降で過去最高の数値となっ

ています。また、小・中学校ともに、生徒間暴力の件数が増えています。 

 
１ いじめの状況について  
 １）いじめの認知件数の推移 国公私立）（H25-H29） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 ２）いじめを認知した学校の割合 

 公立のみの県独自調査より） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２ 不登校等の状況について 
 １）不登校児童生徒数の推移 国公私立）     

 

 

 

 

 

 

 

 

H25 H26 H27 H28 H29

小  30  39  54  5  65

中 380 434 434 478 48 

高 2 9 206 207 266 289

不登校

 取県

 25  26  27  28  29

 52 264 270 301 517

中 73 187 179 185 242

高 20 38 33 68 45

特 12 63 63 40 40

計 157 552 545 594 844

認知件数/千人 2.4 8.7 8.7 9.6 13.8

全国 認知件数/千人 13.4 13.7 16.5 23.8 30.9

いじめ

鳥取県

総数 男 女

県計

鳥取市

米子市

倉吉市

境港市

画像説明文

地域
推計

世帯数

推計人口

【
松
本
】
原
発
に
つ
い

て
、
知
事
は
、
安
全
協

定
の
改
定
は
避
け
て
通

れ
な
い
と
し
、
市
長
は

納
得
で
き
る
回
答
が
な

け
れ
ば
最
終
的
な
意
見

を
言
う
の
は
難
し
い
と

答
弁
さ
れ
た
。
12
月
議

会
の
知
事
と
市
長
の
答

弁
を
堅
持
し
て
も
ら
い

た
い
。

【
市
長
】
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
進

め
、
原
発
に
依
存
し
な

い
社
会
の
実
現
が
理

想
。
し
か
し
、
現
時
点

で
は
原
発
に
一
定
程
度

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と

考
え
る
。
安
全
協
定
の

改
定
は
、
先
の
議
会
で

申
し
上
げ
た
答
弁
の
と

お
り
で
あ
る
。

過
去
最
多
。
学
校
の
い

じ
め
問
題
は
教
員
が
抱

え
込
ま
ず
、
組
織
で
対

応
し
て
い
る
。
事
実
関

係
を
明
ら
か
に
し
て
、

保
護
者
に
丁
寧
な
説
明

を
行
い
、
安
心
安
全
に

そ
の
後
の
学
校
生
活
が

送
れ
る
よ
う
支
援
し
、

引
き
続
き
対
応
す
る
。

【
松
本
】
29
年
度
に
県

内
の
学
校
で
確
認
さ
れ

た
い
じ
め
は
８
８
４

件
。
市
内
の
小
中
学
校

の
い
じ
め
は
何
件
か
。

い
じ
め
に
悩
む
児
童
生

徒
に
寄
り
添
う
学
校
運

営
が
必
要
と
考
え
る
。

い
じ
め
に
あ
っ
た
家
庭

に
、
報
告
や
連
絡
は
ど

の
よ
う
に
。

【
教
育
長
】
29
年
度
の

い
じ
め
件
数
は
40
件
で 教育長
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第
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号

発
行
／
境
港
市
議
会

〒
684 －8501　

鳥
取
県
境
港
市
上
道
町
3000

TEL：
0859（

47）1097　
FAX：

0859（
47）1110

【
発
行
責
任
者
】

　

議
　長
　
　柊
　
　康
弘

【
広
報
部
会
】

　

部
会
長
　
　安
田
　共
子

　副
部
会
長
　米
村
　一
三

　
　
　
　
　
　築
谷
　敏
雄

　
　
　
　
　
　足
田
　法
行

【
発
行
責
任
者
】

　

議
　長
　
　柊
　
　康
弘

【
広
報
部
会
】

　

部
会
長
　
　安
田
　共
子

　副
部
会
長
　米
村
　一
三

　
　
　
　
　
　築
谷
　敏
雄

　
　
　
　
　
　足
田
　法
行

つ
な
ぐ

つ
な
ぐ

境
港
市
議
会
だ
よ
り

境
港
市
議
会
だ
よ
り

境
港
市
議
会
だ
よ
り

あ
と
が
き

　
春
ら
ん
ま
ん
の
５
月
、
元
号
が

「
平
成
」か
ら「
令
和
」に
変
わ
り
、

日
本
、
ま
た
本
市
に
も
希
望
に
満

ち
た
新
し
い
時
代
が
訪
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
ス
ポ
ー
ツ

に
お
い
て
は
、
世
界
規
模
の
祭
典

が
続
き
、
境
港
で
は
６
月
26
日
か

ら
セ
ー
リ
ン
グ
世
界
選
手
権
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
約
50
の
国
・
地
域

か
ら
参
加
が
あ
る
世
界
規
模
の
大

会
で
あ
り
、
世
界
と
の
交
流
を
深

め
て
い
く
格
好
の
機
会
と
な
り
ま

す
。

　
本
市
議
会
も
新
し
い
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
市
議
会
を
目
指
し
、
街

頭
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
市
民

へ
の
郵
送
に
よ
る
無
作
為
抽
出
に

よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

市
議
会
に
対
し
て
市
民
の
み
な
さ

ま
の
ご
意
見
を
聴
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
議
会
に

お
い
て
は
充
実
し
た
議
員
間
討
議

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
境
港
市
議
会
は
市
民
の
み
な
さ

ま
の
ご
意
見
を
聴
き
、
開
か
れ
た

議
会
な
ど
の
議
会
改
革
を
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
市
議
会
に
対
し

て
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議会に対する市民アンケート調査経過報告
　今回実施いたしました市民アンケートには、多数の市民の皆さんにご協力いただき誠にありがとう
ございました。今回のアンケート結果は、市民の皆さんの貴重なご意見として、議会としての今後の
あり方を検討する材料とさせていただきます。なお、アンケートの集計結果につきましては、市議会
ホームページで公表するほか、今年度も開催を予定しております「市民と議会の懇談会」でもご説明
させていただきます。

○郵送によるアンケート
　①�調査対象　�住民基本台帳から無作為抽出した満18歳以上の

市民2,000人
　②�調査方法　郵送によるアンケート調査票の配布、回収
　③�調査期間　�平成31年１月29日～平成31年３月31日
　④調査票回収状況

○街頭アンケート
　①実 施 日　平成31年２月３日（日）10：00～12：00
　②実施場所　丸合境港ターミナル店、プラント５境港店
　③調査項目　・現在の議員報酬（385,200円）について
　　　　　　　・現在の議員定数（16人）について
　④調査結果

【全　体】　　　　　　　　　　　　　　　　　【年　齢】
回収数 送付数 回収率 回収数 送付数 回収率

全　体 648 2,000 32.4% 18～19歳 15 48 31.3%
20代 33 235 14.0%

【性　別】 30代 62 284 21.8%
回収数 送付数 回収率 40代 92 359 25.6%

男　性 283 1,000 28.3% 50代 111 337 32.9%
女　性 360 1,000 36.0% 60代 163 377 43.2%
その他 1 0 − 70代以上 168 360 46.7%
無回答 4 0 − 無回答 4 0 −
計 648 2,000 32.4% 計 648 2,000 32.4%

議員報酬 議員定数

高い 109 
32.4%

適当 176
 52.4%

安い 49
14.6%

少ない 31 
9.2%

無回答 2
0.6%

無回答 0
0.0%

多い 79
23.5%

適当 226 
67.3%




